
特
集

特集／中国における持続可能な流域ガバナンスと国際協力

●
迫
ら
れ
る
水
危
機
へ
の
対
応

「
水
の
世
紀
」
と
予
言
さ
れ
て
い
た
二
一
世
紀

に
入
り
六
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
十
数

年
間
で
見
る
と
、
世
界
の
水
問
題
は
、
改
善
傾
向

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
決
し
て
楽
観
で
き
る
状
況

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
二
○
○
○
年
に
掲
げ
ら
れ

た
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
な
か
で
、「
二

○
一
五
年
ま
で
に
、
安
全
な
飲
料
水
を
継
続
的
に

利
用
で
き
な
い
人
々
の
割
合
を
半
減
す
る
」
と
い

う
目
標
に
つ
い
て
は
、
二
○
○
二
年
の
時
点
で
、

開
発
途
上
地
域
で
一
九
九
○
年
の
七
一
％
か
ら
七

九
％
と
上
昇
す
る
一
方
で
、
依
然
と
し
て
一
一
億

人
が
不
衛
生
な
水
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
状
況

で
あ
っ
た
（
参
考
文
献
①
）。

他
方
、
こ
の
間
、
水
問
題
へ
の
危
機
感
は
広
く

共
有
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
各
国
政
府
、
国
際
機
関
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
促
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
二
○
○
二
年
八
月
に
ジ
ョ
ハ
ネ
ス

バ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
に
関

す
る
世
界
サ
ミ
ッ
ト
」（
Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）
に
お
い
て
、

日
米
両
国
政
府
は
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
淡
水

資
源
の
持
続
可
能
な
管
理
と
安
全
な
水
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
改
善
す
る
た
め
の
国
際
的
な
取
り
組
み
を

促
進
す
る
た
め
に
、
日
米
水
協
力
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
（C

lean W
ater for People Partnership

）
を
発

表
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
○
○
三
年
三
月
に
京
都

・
滋
賀
・
大
阪
で
行
わ
れ
た
第
三
回
世
界
水
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
改
め
て
開
発
途
上
国
に
お
け

る
水
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
日
本
に
お

い
て
も
そ
の
問
題
解
決
に
向
け
た
国
際
協
力
事
業

が
活
発
化
し
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
○
○
四

年
二
月
に
は
、
ア
ジ
ア
各
国
の
流
域
管
理
機
構
間

で
の
経
験
・
技
術
の
交
流
を
目
指
し
て
、
水
資
源

機
構
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）、
Ａ
Ｄ
Ｂ

研
究
所
ら
が
ア
ジ
ア
流
域
管
理
機
構
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（N

etw
ork of A

sian R
iver B

asin O
rganiza-

tions
＝
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｏ
）
を
正
式
に
発
足
さ
せ
た
。

同
年
一
二
月
に
は
、
第
三
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
受
け
て
、
日
本
の
水
に
関
す
る
産
業
界
、
学
会
、

政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
広
く
参
加
す
る
日
本
水
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
設
立
さ
れ
、
日
本
国
内
の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、
世
界
の
水
問
題
に
関
す
る
様
々
な
取
り

組
み
を
始
め
て
い
る
。

急
速
な
経
済
成
長
を
背
景
に
、
ア
ジ
ア
の
大
国

と
し
て
存
在
感
を
増
し
つ
つ
あ
る
隣
国
、
中
国
に

お
い
て
も
、
河
川
流
水
の
長
期
に
わ
た
る
枯
渇

（
断
流
）、
度
重
な
る
洪
水
、
水
質
悪
化
な
ど
、

水
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
、
中
国
の
水
危
機
へ
の
対
応
を
模
索
す
る

動
き
が
、
内
外
、
官
民
問
わ
ず
、
活
発
化
し
つ
つ

あ
る
。

●
持
続
可
能
な
流
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関

す
る
日
米
中
共
同
研
究

中
国
に
お
け
る
水
問
題
、
と
り
わ
け
持
続
可
能

な
河
川
流
域
管
理
に
向
け
た
国
際
協
力
の
重
要
性

を
鑑
み
て
、
ウ
ッ
ド
ロ
ー
ウ
ィ
ル
ソ
ン
国
際
学
術

セ
ン
タ
ー
中
国
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
）
と
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
は
、
二
○
○
四
年

度
に
、
国
際
交
流
基
金
日
米
セ
ン
タ
ー
の
助
成
を

得
て
、
日
米
中
共
同
研
究

”C
rafting Japan-U

.S. 

W
ater Partnerships: Prom

oting Sustainable R
iver 

B
asin G

overnance in C
hina ”

を
実
施
し
た
。

こ
の
共
同
研
究
で
は
、
持
続
可
能
な
流
域
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
①
流

域
管
理
組
織
・
制
度
、
②
資
金
調
達
・
費
用
負
担

メ
カ
ニ
ズ
ム
、
③
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
公
衆

参
加
の
三
つ
の
要
因
に
焦
点
を
あ
て
て
、
日
米
中

の
水
・
河
川
問
題
や
環
境
問
題
に
関
す
る
専
門
家

か
ら
成
る
共
同
研
究
チ
ー
ム
が
、
ア
メ
リ
カ
（
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
）、
中
国

特
集
／
中
国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
流
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
国
際
協
力

特
集
に
あ
た
っ
て̶

日
米
中
共
同
研
究
を
踏
ま
え
て

特集／中国における持続可能な流域ガバナンスと国際協力

大
塚
健
司

特
集
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（
北
京
、
天
津
）、
日
本
（
東
京
、
埼
玉
、
神
奈

川
、
霞
ヶ
浦
）
に
お
い
て
、
河
川
流
域
管
理
の
現

状
と
課
題
に
関
す
る
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
。

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
は
、
有
識
者
、
政
府
、
国
際

機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
関
係
者
と
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
を
設
け
る
と
同
時
に
、
若
干
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ト
リ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

ま
た
、
二
○
○
四
年
一
○
月
七
日
に
は
国
際
交

流
基
金
国
際
会
議
場
（
東
京
）
に
て
公
開
で
国
際

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
共
同
研
究
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
研
究
成
果
の
中
間
報
告
を
踏
ま
え
て
議

論
を
行
っ
た
。
そ
の
主
な
最
終
成
果
に
つ
い
て
は

参
考
文
献
②
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
。

●
本
特
集
の
構
成

本
特
集
は
、
日
米
中
共
同
研
究
の
成
果
を
踏
ま

え
つ
つ
、
抄
訳
の
一
本
を
除
い
て
、
各
執
筆
者
が
、

持
続
可
能
な
流
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
各
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
改
め
て
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
大
塚
論
文
で
は
、
本
特
集
の
主
題
で
あ

る
中
国
に
お
け
る
流
域
規
模
で
の
水
問
題
の
現
状

と
、「
持
続
可
能
な
流
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
い
う

視
点
を
解
説
し
た
上
で
、
中
国
の
水
資
源
・
流
域

管
理
に
関
す
る
国
際
協
力
活
動
を
検
討
し
て
い
る
。

続
く
、
四
つ
の
論
文
は
中
国
に
お
け
る
流
域
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
現
状
と
課
題
を
異
な
る
視
点
か
ら
論

じ
た
も
の
で
あ
る
。

岡
論
文
で
は
、
二
○
○
二

年
に
改
正
さ
れ
た
水
法
を
手
掛
か
り
に
、
関
連
す

る
多
数
の
現
地
語
文
献
を
読
み
込
ん
だ
上
で
、
中

国
に
お
け
る
流
域
管
理
の
制
度
改
革
の
現
状
と
課

題
を
論
じ
て
い
る
。
山
田
論
文
で
は
、
最
大
の
水

利
用
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
農
業
に
焦
点
を
あ
て
、
参

加
型
灌
漑
管
理
（
Ｐ
Ｉ
Ｍ
）
に
注
目
し
て
、
国
際

的
な
動
向
や
中
国
国
内
に
お
け
る
現
状
と
課
題
を

検
討
し
て
い
る
。
胡
・
于
論
文
で
は
、
中
国
の
流

域
環
境
保
全
を
め
ぐ
る
最
近
の
報
道
機
関
の
動
向

に
つ
い
て
、
報
道
の
制
約
と
自
由
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の

連
携
な
ど
に
注
目
し
て
、
公
衆
参
加
を
促
進
す
る

上
で
果
た
し
う
る
役
割
を
論
じ
て
い
る
。
中
山
・

大
西
論
文
で
は
、
国
際
河
川
の
最
上
流
部
に
位
置

し
、
覇
権
主
義
的
な
行
動
ば
か
り
注
目
さ
れ
が
ち

な
中
国
の
国
際
流
域
管
理
に
果
た
す
役
割
に
つ
い

て
、
協
調
的
な
行
動
に
も
留
意
し
て
検
討
し
て
い

る
。中

村
論
文
と
藤
田
論
文
は
、
日
本
に
お
け
る
流

域
管
理
の
経
験
、
挑
戦
、
課
題
を
論
じ
る
こ
と
に

よ
り
、
対
中
国
際
協
力
へ
の
示
唆
を
得
よ
う
と
す

る
。
中
村
論
文
で
は
、
琵
琶
湖
・
淀
川
水
系
の
流

域
管
理
の
歴
史
的
な
経
緯
を
踏
ま
え
、
河
川
法
改

正
後
の
動
き
と
し
て
流
域
委
員
会
に
よ
る
ダ
ム
開

発
の
是
非
の
検
討
に
注
目
し
て
、
流
域
管
理
を
め

ぐ
る
合
意
形
成
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
藤

田
論
文
で
は
、
持
続
可
能
な
流
域
管
理
に
お
け
る

費
用
負
担
と
参
加
を
め
ぐ
り
、
最
近
の
地
方
分
権

改
革
の
な
か
で
、
地
方
自
治
体
に
よ
る
独
自
課
税

と
し
て
議
論
、
実
施
さ
れ
は
じ
め
た
水
源
環
境
税

に
つ
い
て
検
討
し
、
流
域
管
理
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

あ
り
方
を
論
じ
て
い
る
。

最
後
の
中
村
論
文
で
は
、
湿
地
の
保
全
と
賢
明

な
利
用
を
目
的
と
し
た
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
ア
ジ

ア
で
の
普
及
状
況
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
ア

ジ
ア
の
湿
地
保
全
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

を
行
う
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ラ
ム
サ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
中
国
で
の
最
近
の
活
動
状
況
を
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
水
汚
染
に
起

因
す
る
と
疑
わ
れ
て
い
る
健
康
被
害
が
多
発
し
て

い
る
淮
河
流
域
に
お
い
て
、
村
落
調
査
と
写
真
展

を
通
し
た
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
環
境
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
代
表
で
あ
り
、
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で

あ
る
霍
岱
珊
氏
か
ら
寄
稿
を
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
、
本
特
集
の
企
画
の
ベ
ー
ス
と
な
る
日

米
中
共
同
研
究
の
提
案
者
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
共
同
運
営
者
で
あ
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
セ
ン
タ
ー

の
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
タ
ー
ナ
ー
博
士
、
多
忙
の
な

か
快
く
本
特
集
の
企
画
に
協
力
い
た
だ
い
た
執
筆

者
各
位
、
三
カ
国
で
の
活
動
を
共
に
し
た
共
同
研

究
仲
間
、
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
の
翻
訳
に
あ
た
り
多

く
の
助
言
・
助
力
を
い
た
だ
い
た
北
京
在
住
の
翻

訳
家
、
吉
富
茉
莉
さ
ん
に
こ
の
場
を
借
り
て
謝
意

を
表
し
た
い
。

（
お 

お
つ
か　

け
ん
じ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

《
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